
１ 研究の⽬的 
 ⼀年次前期では，外国語活動の実践において課題従
事−⾮従事⾏動を指標とし，児童の授業課題への「取
り組みやすさ」の向上，「より主体的な参加」の形成に
及ぼす効果の検証のあり⽅を模索し試みてきた。その
中で CLL（協同⾔語学習）とグループ活動との違いを
さらに掘りさげ，CLL が児童にどのような教育効果を
⽣むのか等の課題を感じた。そこで後期では全５単元
を，⼀貫したテーマに基づく仮想ミッション解決型⾔
語活動を⾏い、児童の課題従事-⾮従事⾏動をタイムサ
ンプリングにより厳密に評価，分析することにより
CLL の効果を検証することとした。 
 
２ 単元を貫く場⾯設定と ABAB デザインによる単
元設定 

(1) ヴァーチャル世界旅⾏でのミッション 
仮想ミッション解決型⾔語学習の具体として，『バ

ーチャル世界旅⾏で世界⼀周しよう』と単元を通した
テーマ設定を児童に⽰した。そして単元の始めに様々
な外国に訪れているという場⾯設定を教師が⾏った。
その設定の⼀つとしてバーチャル旅⾏の先々で出会
う⼈々＝ALT と役付けをし，ALT からの様々なタス
ク（仮想ミッション）を児童に⽰した。単元ごとに異
なったタスクをグループで相談したり相互に英語表
現を練習しあったりしながら解決に臨む，というのが
⼀連の流れである。 

(2)  A ベースライン期の実践と B 実験的介⼊の実
践の設定意図 

A ベースライン実践：チャンツや英語表現の反復練
習，リスニングの活動を細かく取り⼊れ，中⼼となる
⾔語活動はペアでのやりとりを主としたコミュニケ
ーション活動を⾏う。最終的な単元の⽬標は，既習し
た英語表現を⽤いて ALT と個々でのやり取りができ
るようになることとした。 

B 実験的介⼊実践：A 実践で⾏う個々での⾔語活動
をグループで⾏うことで協同しながら ALT から指定
された課題に向かう。最終的な単元の⽬標はグループ
で共通した課題を解決することができることとした。 

 

３ 児童の授業参加⾏動の客観的な評価をめざして 
(1) １分間タイムサンプリングの分析⽅法 
課題従事⾏動が１分間で表出すれば記録し，⼀コマ

でどれほど課題従事⾏動が表出したのかを“授業参加
率”として数値化する。参加率は『授業中の全ての観察
単位（1 分）における課題⾮従事⾏動の⽣起がなかっ
た観察単位の割合（％）』とした。抽出児４名と平均的
に学習に参加していると⾒られる児童１名を記録対
象とした。 

(2) A B両実践の⽐較による CLL の効果分析 
相互関係が成⽴するペア活動とは異なり，グループ

に明確な役割を設定しない CLL では活動に参加しな
い，もしくは傍観者的な⽴場な児童も表出するだろう
と想定していたが，どのグループも積極的に関わった
り教え合ったりする姿が⾒られ，⾮従事⾏動はほとん
ど⾒られなかった。その結果，授業全体の参加率を⾒
ても，A 実践の平均参加率は 76.9％，B 実践では 90．
9％と 2 実践の参加率には明確な差が⾒られ，CLL を
取り組むことで児童の活動従事⾏動はより増加した
と⾔える。 

   
４ 分析から⾒る CLL の必然性 
抽出児５名のタイムサンプリングから，Unit7 での

参加率の増加と CLL を取り⼊れていない Unit8-1 か
ら Unit8-2 にかけて参加率の⼤幅な低下が⾒られた。 

CLL と想定した活動を取り⼊れれば⼀時的に児童
の従事⾏動は増加するが，外国語活動そのものの従事
⾏動を増やす効果は現れなかったと考える。つまり，
CLL を取り⼊れただけでは児童の活動従事⾏動の変
容までは期待ができないと⾔える。グループでただ取
り組むのではなく，「グループで取り組む必要がある
活動」「グループで取り組むことにより，さらに学習効
果が⾼まる協同的な活動」となるような⽅策が必要と
なる。Unit7-3 ではグループで取り組む必然性を児童
⾃⾝が感じられた結果，全ての抽出児の活動従事⾏動
が表出し，活動時間中維持できた。となると，CLL の
活動⾃体の必然性を児童⾃⾝が⾒出し，感じることが
重要である。 
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小学校外国語活動での必然性ある協同言語課題の設定が

児童の授業参加行動に及ぼす効果
教育実践コース U21C210F 山際 卓也

⽅法 • CLL導⼊、未導⼊の実践の概要
単元を通した場⾯設定（ヴァーチャル世界旅⾏）

単元 Unit5 Unit6 Unit7 Unit8 Unit9

仮想ミッショ
ン

出国。ALTか
らの持ち物検
査にTRY

in USA.アル
ファベットで
書かれた看板
から⽬的地に
⾏こう

in Italy. ALTの
好みに合わせ
たピザとパ
フェを作ろう

in Canada. 
ALTの校⻑先
⽣を学校のお
気に⼊りの場
所へ案内して
紹介しよう

in Hawaii. ハ
ワイの学校に
留学して⼀⽇
の紹介ビデオ
を作ろう

主な学習活動 チャンツやリスニング
クイズやゲーム的な活動による英語表現の習得
ペアでの⾔語活動 ALTと個対個のやりとり

CLLの導⼊ × × グループで⾷
材カードを交
換しながら協
同して作成

× グループごと
で1⽇の紹介
ビデオを作成

⽅法
検証⽅法
授業のタイムサン

プリング（1分ご
と）での
抽出児（5名）の課
題従事⾏動の出現を
記録

タイムサンプリングシート

結果 抽出児ごとの折れ線グラフ

・CLLを導⼊した
Unit7を進⾏してい
くにつれ参加率の
増加が⾒られる
・CLL未導⼊の
Unit8を機に参加率
の減少傾向が⾒ら
れる。
C児においては実践
ごとの変化がある
もののCLLの導⼊
前後を⽐較しても
さほど変化は⾒ら
れない。

結果
・Unit7（CLL導
⼊）はどの児童も
参加率⾼め
・unit8に（CLL
未導⼊）⼊ると参
加率低下
・⽣活調査アン
ケートから外国語
のみ突出して肯定
的回答が多い。

考察（○は従事⾏動の出現、ブランクは出現なし）

◯児童の特性・
能⼒問わず、
CLLを取り⼊れ
ることにより活
動従事⾏動は増
加し、学習意欲
も増す。
▲同じくCLLを
取り⼊れても内
容によっては参
加率は低く、⾔
語活動の質の検
討が必要。

問題
小学校外国語活動（教科）において
・個対個のコミュニケーションが苦手な児童にも有効な方策は？
・グループ活動をより効率化・活性化させる手立てとは？

小学校4年生クラスでの半年間の外国語活動の実践において
協同言語学習（CLL：Cooperative Language Learning）の導入の有無で
抽出された児童の課題従事行動を比較し、その効果を検証する

目的

児童にとって“必然性を感じ難い”グルー
プ活動では外国語活動の意欲は上がっ
ても活動に参加しようとする活動従事
行動が必ずしも増えるとはいえない。

「グループでやった方が良い」「グ
ループでなければうまくできない」と
いう“必然性を感じ易い”CLL言語活動の具
体を検討していく必要がある。

結論


